
循環型セメント産業施設を中核とする資源循環シナリオの効果の算定例
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循環セメント事業の概要

廃棄物受入実績：
産業廃棄物約２５万 t/y

【粘土原料代替】
汚泥、こうさい、煤塵、がれき
【燃料代替】
廃プラスチック､木くず 等

３．産業施設を中核とする資源循環システムの評価例
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マルチスケールの階層的な都市・環境
GISデータベースの構築例

４．地域循環支援WebGISデータベースシステムの構築例

地域循環支援WebGISシステム
○地域循環の中核技術のWebGISシステ
ムを通じての提供と、企業の資源・エネ
ルギーデータの共有例




